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A 藤原教長の口伝『才葉抄』の研究  
 

金子馨氏の博士学位請求論文『藤原教長の口伝『才葉抄』の研究』（以下「本論文」と称

す）は、12 世紀の歌人であり能書としても名高い藤原教長（1109-80?）による口伝を記し

た入木道論書『才葉抄』を対象とした研究で、文献資料の調査に基づき、諸伝本の成立過

程と改編・享受の様態について検討し、あわせて日本における書法の理論と実作方法の体

系化の歴史について 3 部 16 章（序章・終章を含む）にわたって考察を行ったものである。 

書法の理論である書論は、和歌の詠法に関する歌論や音楽論などとともに日本における

芸道論の一つとして長い歴史を持つ。本論文の対象とする『才葉抄』は、『夜鶴庭訓抄』（藤

原伊行撰）とともに最も早い時期に著された書論であり、広く読み継がれてその基本文献

となったが、実用書でもあったため、用途に応じて改編されて用いられたと考えられ、原

形態も定かではなく、現存本に至る経緯についても定説を見なかった。本論文は、『才葉抄』

の伝本 50 本を確認し、それらを①群書類従本系統四十七条本、②古写本系統四十七条本、

③二十四条本系統、④八十八条本系統の 4 系統に大別した上で本文異同を具に記した校本

を作成し、現存本が書写される過程において付加あるいは削除された記述を丹念に記録し

つつ、『才葉抄』諸伝本の生成と享受の過程を明らかにする。  

序章では、先行研究の問題点と本論文の目的が示され、現在通行するテキストの素性が

必ずしも明確に説明されてこなかったこと、通行するテキストの条文すべてが教長時点の

原態に帰結するとは考えられないこと等の根拠が示される。  

第Ⅰ部「世尊寺家の入木道伝書と『才葉抄』について」では、平安時代以来の宮廷の書

き役を担った世尊寺家の伝書をめぐって、日本における書論の発生からその蓄積の歴史に

ついて述べ、藤原教長の略伝を示しつつ『才葉抄』の有する同時代的意義や学術的価値等

について記す。  

第Ⅱ部「『才葉抄』の各伝本の位置づけ」では、『才葉抄』の本文異同を示しつつ、諸伝

本の相互関係について考察し、原形態の探求と増補の背景や理由の検討を通して、各系統、

また各伝本の性格を明らかにする。第 1 章では『才葉抄』の系統分類が示される。第 2、3

章では通行する四十七条本と称される系統の内実が明らかにされ、この系統の条文の内、

『太平御覧』からの引用部分は増補である蓋然性が高いこと、増補は 14 世紀後半までに行

われており、教長から口伝を受けた世尊寺伊経または行能といった世尊寺家の人々による

と推定されること等が指摘される。また、古写本系統の最善本と考えられる龍門文庫本に

は条文の途中に教長の口伝と増補を区分する注記があるが、『太平御覧』の引用はその前後

に及んでおり、諸伝本の系統を考えテキストの原態を追究する上でその引用が指針となる

ことを強調する。第 4 章は、恩頼堂文庫所蔵の従来未紹介の『筆躰口伝』と題される 1 本

が三十六条を記す『才葉抄』で、テキストの比較からは四十七条本系統と判断されること



を示し、かつ、年代が明記される最古写本で増補部分のより少ない善本であることを指摘

する。第 5 章では、やはり恩頼堂文庫に蔵される『教長卿口伝三十五箇条』と題された 1

本が四十七条本系統の伝本と判断され、増補部分がさらに少ない同系統で最も古い形態を

伝えることを明らかにする。上記は、より原態に近しいものから増補を重ねてゆく過程の

実際を捉えたものとして重要な指摘であり、原態に近いテキストの発見とともに、中国書

論との接触の上で増補を重ねてゆく本邦の書論のあり方を具体的に示した点においても評

価される。第 6 章では、二十四条本系統とされる伝本が四十七条本の残欠であり、江戸時

代の書家・藤木敦直（1582-1649）に発することを伝本の伝存状況や奥書の記述から明らか

にする。第 7 章では、『日本書画苑』（国書刊行会、1914 年）に翻刻され近代以降に広く流

布しながらも、その基づく写本が明らかではなかった資料の底本が川瀬一馬旧蔵本である

ことを示し、八十八条本系統が四十七条本の一部に諸書からの増補が行われたものである

こと、その成立時期は『金玉積伝集』、『烏羽玉問答抄』の成立する室町時代以降であるこ

とを指摘する。第 8 章では、『教長口伝抄』と題された九十五条に増補された伝本を紹介

し、八十八条本系統に基づき四十七条本（古写本系統）の異文を取り込んで成立したこと

を述べ、『才葉抄』の活用の実態の一端を明らかにする。いずれも、従来その位相が明らか

ではなかった伝本群を整序した上で位置づけを行い、その古態から増補や改編、一部の削

除を経て各伝本が生成していった軌跡を丹念に跡づけたものであり、書論研究及び書学の

研究において今後常に参看されるべき成果として高く評価される。  

第Ⅲ部「『才葉抄』の享受について」では、『才葉抄』を享受した書論の発生と展開につ

いて述べる。第 1 章では、『才葉抄』と合写される書論の分析から享受の様相について考察

を行い、群書類従本系統四十七条本が、その増補部分が『夜鶴庭訓抄』を援引したもので、

互いに関連する書物として合写されて享受されたこと等を指摘する。第 2 章では、田安徳

川家旧蔵『教長伝書之中』を紹介し、八十八条本を抄出して図解を付したもので、伊予松

山藩松平定国周辺の関与を指摘する。第 3 書では、田安徳川家旧蔵『十三箇条之記』を紹

介し、『才葉抄』を引用した新たな形態の論書であることを指摘し、その具体相を示す。  

終章では、伝本研究の成果を踏まえて明らかにされた『才葉抄』の原態と考えられる部

分の記述と平安時代後期の書の遺品とを比較しつつ、書法と実作との関係について述べ、

書論としての『才葉抄』の同時代的意義について考察を行う。  

本論文は、現在確認できる『才葉抄』の伝本すべてを対象とし、その異同の逐一を示し

つつ論じられた労作で、基礎的部分が曖昧なまま論じられてきた従来の書論研究において、

その検討のあり方を一新するものと高く評価される。また、『才葉抄』という日本の書論の

基幹資料の確実なデータを提供するのみならず、中国書論との接触など書論の展開ととも

にテキスト自体が書き換えられてゆくという事実の提示は、書論の歴史を考える上でも重

要な視点を提供している。上述の成果を示す本論文であるが課題も残されている。本論文

には、膨大なデータの処理とその考証を重ねることに没頭して、示された差異が如何なる

事象によるのかを説明しないままに置かれる箇所が見受けられる。また、同時代の書の実

作との比較を行った終章は逆にデータの提示が少なく、十分な説得力を持つとは言いがた

い。しかしながら、こうした点は本論文の提示する調査と検討の成果があるがゆえに顕在

化する問題でもあり、本論文の成果の上に重ねて検討されるべき課題とも言え、本論文の

価値を減ずるものではない。以上により、審査委員会は、本学位請求論文が博士の学位を



授与されるにふさわしい内容を備えていると判断し、全会一致で合格と認めた。  


